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中・大規模の市
営住宅団地のマ
ネジメント（3件）

既存住宅の流通
活性化のための
条件整備（4件）

総論・基本的な
考え方(10件)

京都らしいすまい
方の継承（26件）

住宅ストックの良
質化のための適
正な維持管理や

更新の支援
（12件）

住宅・住環境の
安全性の向上

（9件）

重層的な住宅
セーフティネット
の構築（11件）

その他（4件）

 

「京都市住宅マスタープラン」（素案）に対する御意見の要旨と 

御意見に対する本市の考え方 

 
 
○募集結果 

【募集期間】 平成２２年２月１日（月）から平成２２年２月２６日（金）まで 

【意見書及び意見数】 意見書 ２９通 意見数 ７９件 

【意見を寄せられた方の属性】   

① 性別等 男性（１７件），女性（４件），団体（２件），不明（６件） 

② 年齢  １９歳～３９歳（２件），４０歳～６０歳（１１件），６１歳～７９歳（８件），不明（団体分含む）（８件） 

 

○主な御意見の内容 

【意見数の内訳】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類 意見数

１ 総論・基本的な考え方について １０件

２ 京都らしいすまい方の継承について ２６件

３ 住宅ストックの良質化のための適正な維持管理や更新の支援について １２件

４ 既存住宅の流通活性化のための条件整備について ４件

５ 住宅・住環境の安全性の向上について ９件

６ 重層的な住宅セーフティネットの構築について １１件

７ 中・大規模の市営住宅団地のマネジメントについて ３件

８ その他 ４件

計 ７９件
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【主な御意見の内容及び本市の考え方】 

１ 総論・基本的な考え方について（１０件）                        

 
 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 「住宅」を住んでいる人だけの問題にせず，

社会資本としての性格を明確にしている点で

評価できると思う。 

－ 

② ３つのキーワードや基本的な考え方に賛成

である。住宅は様々なケースがあるので柔軟

な対応を行政ができるかが重要だと思う。 

施策の実施段階においては，各々の住宅の

具体的な状況やその地域の特性を把握しなが

ら進めて参ります。 

③ この素案は，広範囲にわたって詳細な現状

分析と課題が述べられ，施策，対策をやって

いくと書いてあり十分だと思う。 

－ 

④ 既存住宅を長く住み続ける，流通させるた

めの調査，検討，策定，普及を掲げているが，

是非とも早い段階で，具体的な方法・手段を

施策として実施してほしい。 

施策一覧に掲げている「短期的（策定後，早

期に取り組むもの。）な施策」から順次実施して

参ります。 

⑤ 

 

「京都らしさ」とは，歴史と文化を身近に感

じ，四季によりその感じ方が変わる魅力，さら

に，その中で人々がいきいきとしていることだと

思う。車や家に駐車場があるのは似合わな

い。マンション，大店舗ではなく，小さい店が繁

盛する街がよい。 

施策推進のための横断的な視点として「地域

の多様な特性を生かす」を掲げており，地域の

歴史やコミュニティ，地理的な条件等に着目し，

地域の多様な特性や住環境に応じた対策を進

めていくこととしております。 

 

⑥ 計画期間を単純一律に 10 年とするのでは

なく，事柄の性格により，長期計画期間・中期

計画期間・短期計画期間と仕分けて政策立

案をするべきである。 

住宅マスタープランは京都市基本計画（計画

期間 10 年間）の下位計画であること，また住生

活基本計画（全国計画）や京都府住生活基本

計画の計画期間である 10 年間とも合わせる必

要があることから，計画期間を10年間としており

ます。 

⑦ 現行のマスタープランについての実施状況

や内容評価についての記載がない。 

現行の住宅マスタープランの実施状況や評

価について，記述させていただきます。 

⑧ 「共汗」「融合」の図の，行政から市民・事業

者・各種団体等への矢印が一方通行である

が，矢印は双方向であるべきではないか。 

「共汗」の観点から，矢印を双方向とさせてい

ただきます。 

⑨ 現状分析の記述が総数レベルであり，具体

的な実態が分かりにくい面があるので，マンショ

ン，戸建，町家，公営住宅などのタイプごとに，

空家，年代，地域差などがうまく描かれるとわ

かりやすい。 

施策の方向に施策対象とその方策を記載し

ています。 

今後，施策の実施段階においては，各々の

住宅の具体的な状況やその地域の特性を把握

しながら進めて参ります。 

⑩ 

 

単身高齢者世帯の分布なども，国勢調査に

町丁別データがあるため，安心安全面の実態

を示したらどうか。 

施策の実施段階においては，御指摘のとおり

地域の特性を把握し進めて参ります。 
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２ 京都らしいすまい方の継承について（２６件）                            

（１）京町家の保全について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

京町家については，外観の維持のため十分

な補償をするとともに，家の中は快適に住める

ように大幅な改修を認めるべきである。 

 

 

歴史的な町並みを保全・再生するために，外

観の修理・修景に対する助成を推進しておりま

す。今後更に京町家の保全・活用を進めるため

に，大規模な改修が可能になるよう「京町家の

保全・活用の推進」として，京町家を住宅ストック

として活用するために必要となる資金調達の仕

組みや改修のために課題となる法規制の合理

化等を推進することとしております。 

② 京町家を保全するには，徹底した防災対策

が必要であり，一定の地域を決めて残し，その

他は，近代的な京町家にすべき。 

京町家の保全については，外観だけでなく，安

全性の向上が必要と考えており，現在，京町家

耐震診断士派遣制度や耐震改修助成制度を

設け，実施しているところです。 

また，京都らしい住まいを継承するため，「平

成の京町家」の普及を進めることとしております。

③ 京町家を，後世に引き継ぐ価値あるストックと

するため，適正な改修や使われ方を進めていく

必要がある。 

「環境に配慮した数世代にわたり住み継ぐこと

のできる住宅の普及」として，長い歴史の中で住

み継がれてきた京町家を今後も良質なストックと

して活用するために，修繕等の履歴を残すなど

適切な維持管理を促し，維持管理の状況が市

場で適正に評価される仕組みづくりを行って参り

ます。 

④ 京町家を長く快適に使っていくためには，バリ

アフリー化や階段の勾配を緩やかにする改修，

耐震補強といった現代のニーズに応じた適切

な改修が不可欠である。そのためには「過半の

改修による法の遡及」が大きな問題となってお

り，このため，建築基準法の画一的な規制を当

てはめるのではなく，京都独自の基準を設定す

るなど，改修の際に課題となる法規制の問題な

どを解消させる必要がある。 

「京町家の保全・活用の推進」として，京町家

を住宅ストックとして活用するために改修の際に

課題となる法規制の合理化等を推進することと

しております。 
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（２）まちづくりについて 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

洛西ニュータウンの住宅については，地価が

高いなど若年世代が住みにくいこともあり，高齢

化が進行している。若い人と高齢者の同居によ

り子育てや介護問題を解消させるためにも，２

世帯住宅を進めるべきであり，その構造，開発

の提案が必要だと思う。また，２世帯住宅に建

て替る場合は，補助等の支援制度が必要。 

「郊外，山間部等の人口減少や高齢化の対

応に向けた活動の支援」として，郊外の住宅地に

ついては，ストックの活用を重点的に進めるという

視点から，今後高齢化や空き家の増加に対し，

若年世代を呼び込むための地域活動の支援や

住み替え支援等によって地域の特性に応じた施

策を展開することとしております。 

② 京町家の所有者（住んでる人，貸している

人）と，京町家に住みたいと思っている人（購入

したい人，借りたい人）のマッチングをうまくする

仕組み作りが実現すると良い。 

③ 袋路等の奥の住宅は，建て替えや改修が困

難なものが多く，防災面で不安を抱える住民も

多い。そのためにも，行政がコーディネートし，

助成等空き家を再生させていける制度を創設

してほしい。 

④ 空き家対策は，家族以外の他人に貸しやす

い環境を整備し，空き家を作らないことが現実

的である。そのためには他人に貸す場合，法的

にも安全性が求められるので，仲介者や改修

者がうまく動けるような法整備が必要と考える。

「地域と連携して空き家の流通を促進する仕

組みづくり」として，地域のまちづくり活動によるエ

リアマネジメントの中で掘り起こしを行い，地域の

魅力やすまい方を発信する仕組みを進めて参り

ます。 

 

 
（３）景観保全・形成について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 京都は町の美しさを取り戻す未来を選んだ

が，徹底的に景観を守ることを推進していかな

ければならない。しかし，目標に対して手段が

記されておらず，都市計画として誘導する仕組

みや事業者，消費者に対するインセンティブも

ない。到底目標は達成できないと思うので，現

実的な問題の抽出やアイデアを募る仕掛けを

考えるべき。 

景観は，市民をはじめとするあらゆる主体が参

加・協力・協働して形成するものであり，絶えず

政策の進化を図るため，都市計画及び条例等

の施行の状況について検討を加え，必要に応じ

て所要の措置を講じて参ります。 

② 町家対策については，改修や助成をしても１

階部分がガレージになってしまうものは保全の

意味が無いと思う。 

周囲の町並みとの調和や連続性に配慮した

計画となるようにデザイン基準などを定めており

ます。 

③ 景観を重要視し過ぎると，住宅の更新が進

まなかったり，他地域への流出につながるので

はないかと思う。 

 

 

京都の景観は，都市の魅力を向上させるもの

であると考えております。このためには，景観の形

成だけではなく，人と人が支え合う地域のコミュ

ニティの活性化や自然を生かすなど環境に配慮

したすまい方を進めていくことも重要と考えており

ます。 
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（４）住環境について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① ある住宅地では，地区計画等を要望し続け

ているが動かないところがある。 

本市では，基本的には地域等が主体となった

まちづくりを支援する制度として地区計画を活用

しているため，まずは地域内の住民や関係権利

者等の合意形成の下に地区計画の案を検討い

ただくことになります。 

なお，より良いまちづくりの推進に向けたひとつ

の手法として地区計画を検討される際には，専

門的な知識等も必要とすることから，財団法人

京都市景観・まちづくりセンターのまちづくり専門

家派遣制度など，地域等が主体となったまちづ

くりを支援する制度を設けています。 

② 住宅ストックが量的に充足し，なお，さらなる

人口減と予想される中，高層マンションの建設

は認めない，きめ細かいゾーニングを設定する

ことが必要である。 

高度地区の指定制度を活用した地域の特性

に合わせたきめ細やかな高さの規定を設けてい

ます。 

 

③ 色々なプランの推進に当たっては，高齢者が

日常の買い物の利便性の確保を念頭におき実

施してほしい。地域商業施設を如何に安定経

営させるか，これが出来ない場合は住み継ぐこ

とは不可能となる，更なる方策を検討して欲し

い。 

地域商業施設の活性化は地域コミュニティの

活性化とも関連するものと考えております。 

京都ではこれまで，地域のコミュニティや人と

人が支え合う仕組みを育んできました。これらを

生かし，市民や事業者，各種団体，専門家，行

政の支え合いにより，安心して暮らすことのでき

るすまい・まちづくりを進めて参ります。 

 
（５）環境への配慮について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 地球温暖化について，市民一人一人が何を

しなければならないかを考える必要がある。 

② 地球温暖化防止のため更に政策を強化して

ほしい。 

「環境への配慮やコミュニティの活動状況等も

含めたすまい方の促進」として，自然を生かし，も

のを大切にするなどの先人たちの精神文化やす

まい方を後世に引き継ぐための施策を推進して

いくこととしております。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6／17 

（６）瓦について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 京都らしいすまいづくりに向けて，屋根瓦は，

景観面にも優れ，断熱，耐火についても優れて

おり，京都らしいすまいづくりにとって，欠かせな

いものである。 

② 京都らしいすまい・まちづくりについて，景観

や環境を考慮した京町家やその町並みのデザ

インが重要。京町家が日本瓦（いぶし瓦）葺き

であることからも瓦が京都らしいすまい・まちづく

りに資するとともに耐用年数が長く，メンテナン

スが容易である最適な素材であると思う。 

③ 京都は千年の都と言われ，私たちが生まれ

る前から住宅の屋根は日本瓦が葺かれてい

た。瓦葺きは，防火性，断熱性，経済性，リサ

イクル性など現代のニーズを備えており，すばら

しいまちづくりを担えるものと思う。 

④ 永年京都の町並みを守ってきた日本建築に

は，瓦が葺いてある。京都の住宅には，瓦が葺

いてあってこそ，京都らしく世界に誇る日本の住

宅であると思う。 

⑤ 瓦は町家に欠かせないものである。京都の

町並みを形成する最適な素材であり，平成の

京町家でも，当然ながら日本瓦葺き（いぶし

瓦）であるべきだと思う。 

「環境に配慮した数世代にわたり住み継ぐこと

のできる住宅の普及」として，長い歴史の中で住

み継がれてきた京町家の保全はもちろんのこと，

その特徴や考え方を継承し，住み継ぐことのでき

る住宅を普及するとしており，瓦については，京

町家を構成する重要な素材であると考えており

ます。 

 

 
（７）コミュニティについて 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 地域コミュニティの活性化は従来の自治連

合会に頼らない協議機関の育成（各種ＮＰＯ）

が必要である。 

各施策の推進に当たっては，市民，地域の自

治組織，事業者，NPO や業界団体等の各種団

体等，行政等の連携によって進めていくこととし

ております。 

② 分譲マンションと地域とのコミュニティ形成

は，デベロッパーの意欲が必要である。 

「共同住宅の供給時等における新規入居者と

周辺地域との調和の誘導」として，デベロッパー

等の事業者等とともに進めていく施策であると位

置付けております。 
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（８）「平成の京町家」について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 「平成の京町家」の目標５,２００戸の達成に

向けた取組を進めてほしい。 

目標に向け，平成の京町家の普及を促進して

いきます。 

② 「平成の京町家」の制度はいつ頃明らかにな

るか「平成の京町家」の対象は，既存住宅も含

まれるのか。 

制度の発表は平成22年度早期に予定してお

ります。当初は，新築のみを対象としますが，既

存の京町家についても保全と再生について検討

を進めて参ります。 

 
（９）住教育について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 「住み継ぐ」という考え方を広めるためにも住

教育が重要であり，どの年齢層をターゲットにす

るか考えて進める必要がある。 

「環境への配慮やコミュニティの活動状況等も

含めたすまい方の促進」として，住教育等を推

進することとしております。 
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３ 住宅ストックの良質化のための適正な維持管理や更新の支援について（１２件）             

（１）マンション対策について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

行政による「30 年以上」と，経年を明記した

「高経年マンション」の用語の発信は，ストックの

推進を阻害するものになるため，素案 P67 の

「建築後 30 年以上を経過した分譲マンション」

を「高経年マンション」とする定義の削除又は訂

正を求める。 

高経年マンションを他の分譲マンションと区別

する理由としては，築３０年以上の分譲マンショ

ンには，高齢者居住世帯率や賃貸率が高くなる

傾向があるといった点で管理に支障をきたす要

因があること，及びその一部は管理が機能してい

ない「要支援マンション」となっていることがありま

す。 

このため，高経年マンションを対象とする施策

が必要となると考えます。 

② 京都市のマンション実態調査の結果で「現在

建て替え必要なマンション無し」と，素案 P33 の

位置付けと相反するものであり，素案の計画期

間時点での「勧告制度」は，「スクラップ＆ビル

ド」を助長するものと言えるため，素案 P47，19

項「マンション建て替え勧告制度の運用の検

討」の削除を求める。 

「要支援マンション」の中には，建物の老朽化

が進んでおり，最終的な手段として建て替えを選

択肢に入れて今後の検討を進める必要があるも

のが存在しています。 

その際，「要支援マンション」においては，通常

の建て替えにおける合意形成が困難であること

から，「要支援マンション」の解消に向け，マンショ

ン建替え円滑化法による勧告制度を視野に入

れておく必要があると考えます。 

③ 新景観政策により既存不適格となったマンシ

ョンでは，そのままの規模で建て替えることが不

可能であることから，住み継ぐことが妨げられて

いる，ということについて言及すべきではない

か。 

「予防的な観点を重視した分譲マンションの適

切な維持管理の推進」として，分譲マンションを

住み継ぐに当たっては，良質な住宅ストックとな

るとともに良好な景観の形成にも寄与するため

に，計画修繕や改修によって既存の建物をでき

るだけ長く使い続けられるよう促していくことが重

要であると記載しております。 

④ 袋路等の細街路に接する京町家は，建ぺい

率等が既存不適格であるために，建て替えが

困難なことから，市場において流通しにくいもの

が見られる，ということがあるならば，既存不適

格のマンションも，素案に規定されているものと

は別種の，建て替え不可能な「要支援マンショ

ン」として，その予防措置を盛り込むべきではな

いか。 

既存不適格のマンションを含め，アドバイザー

派遣や助成制度によって分譲マンションの耐震

性の向上やバリアフリー化を推進するなど，分譲

マンションを計画修繕や改修によってできるだけ

長く使い続けられるよう促していくことが重要であ

ることを挙げています。 

なお，分譲マンションの建て替えについては将

来的には課題となってくると考えております。 

⑤ 高経年分譲マンションの管理運営の支障が

発生した原因の追求がない。 

「現状と課題」において，高経年分譲マンショ

ンでは，居住者の高齢化や賃貸化の進展によっ

て，管理組合の維持管理能力が衰えつつあるこ

とを記載しています。 

⑥ 分譲マンションの分譲時における管理の評価

が不可欠ではないか。 

分譲時における購入者や不動産業者等への

意識啓発を施策として記載しています。 

⑦ 分譲マンションの購入者向けの「公的教育」

も取り上げてほしい。 

「京都らしいすまい方の継承」として，住教育

等の学習支援を掲げています。 
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（２）リフォームについて 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 町並み景観を守るために，メンテナンスを行

っているが，海外とは違い不動産価格は築年

数により下がるので今後の修繕計画を立てるの

も不安になる。地域を衰退させないためにもス

クラップアンドビルドではなく，リフォームやメンテ

ナンスをして住み続けることが評価されていな

いため，国とタイアップして補助制度を作っても

よいのではないか。 

「良質な既存住宅が正当に評価されるための

仕組みづくり」として，築年数や利便性だけでな

く，地域のまちづくりや暮らし方の状況，住宅の良

質さ，良質な既存住宅が正当に評価される仕組

みづくりを行うこととしております。 

② 高齢化の進展や生活・雇用の不安定化など

住宅確保要配慮者の増加が予想される中，安

心してリフォームを実施するために，住宅を個

人資産ではなく社会的資産と捉え経済的な後

押しが必要ではないか。 

その場合，雨漏り，台所改修等一般のリフォ

ームをきっかけに耐震化やバリアフリー化ができ

るようそれらを合せたリフォームの費用補助とす

るべきである。 

③ 古い空き家を活用し住み継いでいくことは賛

成である。そのためには住宅改修に必要となる

資金への助成が必要であり，地元中小企業へ

の景気対策ともなるので検討してほしい。 

「既存住宅の流通活性化のための条件整備」

として，住宅は，計画的な点検，維持，修繕等を

行い，必要な手入れを行うことによって長く使っ

ていくことが大切であるとしております。 

また，民間活力を活用した住宅ストックの良質

化を掲げており，そのために，安心してリフォーム

に取り組むために，関係団体と連携を深め，住

情報の提供や，リフォームに併せて耐震改修を

誘導する取組の検討を進めることとしておりま

す。 

④ 成果指標の年間リフォーム実施率の目標

5．0％は，現状値から目標値として少ない。 

年間リフォーム実施率の目標値の見直しにつ

いて，検討を行って参りたいと考えております。 

 

（３）狭小住宅の改善について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 京都は狭小宅地が多いので，隣地を購入し

敷地を広げることで違反建築の改善や２世帯

住宅の建築も可能となる。隣の不動産を購入

する場合に，「固定資産税の軽減」や「不動産

取得税の免除」といった税の優遇措置を設ける

など市場を生かす仕組みがつくれないか。 

「民間活力を活用した住宅ストックの良質化」

として，狭小宅地については，市場における更新

を促進するため，隣接地の取得に対する意識向

上のための施策を展開することとしております。 
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４ 既存住宅の流通活性化のための条件整備について（４件）                   

（１）住宅の評価について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 町並み景観を守ったり，メンテナンスを行っ

ているが，不動産価格は築年数によって下が

るので，今後の修繕計画を立てるのも不安に

なる。スクラップアンドビルドではなく，リフォーム

やメンテナンスをして住み続けることが評価さ

れる環境整備が必要である。 

「良質な既存住宅が正当に評価されるための

仕組みづくり」として，築年数や利便性だけでな

く，地域のまちづくりや暮らし方の状況に応じた評

価が行われ，良質な既存住宅が正当に評価さ

れる仕組みづくりを行うこととしております。 

② 町家を保全することも大事だが，一般住宅

やマンションもリフォームやメンテナンスをして

住み続けることがエコであり，価値があることが

制度として成り立つ仕組みを金融業界や不動

産業界を巻き込んで実施してほしい。 

「安心してリフォームを実施するための環境整

備」や「良質な既存住宅が正当に評価されるた

めの仕組みづくり」として，リフォームや適切なメン

テナンスを行い，住み続けることが評価される仕

組みを構築していくこととしております。 

③ 「マンションにおける管理組合や管理会社，

不動産業者等による維持管理実態の積極的

な開示の促進と，維持管理の状況が流通にお

いて評価される仕組みの検討」は，新たな分

譲マンションの格差を生じさせるものであり，一

部の利益のために奉仕するものではないか。 

また，開示する情報作成の業務を管理組合

が担い得る条件が整備されていない等の問題

点がある。 

中古マンションの取得の際に，管理状況の評

価がわかるということは，購入者にとっての利益と

いうだけでなく，管理組合のことを理解した人の

入居の促進になるため，管理組合にもメリットのあ

ることですが，現状はそうなっていません。 

この課題を解決するためには，管理組合や管

理業者，不動産仲介業者等が，その管理状況を

自発的に情報開示し，その情報が流通において

評価されるための仕組みを構築する必要があり

ます。 

施策の実施に当たっては，市民や事業者，各

種団体等，多様な主体との「共汗」によって進め

て参ります。 

 
（２）空き家対策について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

空き家対策として中心市街地だけでなく市全

体を対象とする政策のねらいと実現性に疑問

を感じる。 

 

地域コミュニティの維持は，中心市街地だけ

でなく市全体で必要な課題です。そのため市全

体で空き家対策が必要であると考えており，地

域や事業者と連携して空き家の流通を促進する

仕組みづくりや狭小宅地の改善の促進など各地

域の特性を踏まえた施策を掲げております。 
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５ 住宅・住環境の安全性の向上について（９件）                        

（１）耐震対策について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 最低限倒壊は免れる基準や，万が一震災に

遭遇した場合でも，地震保険とのミックスで再

建を促し，街のスラム化やコミュニティの崩壊を

防ぐことを考える必要がある。 

「高齢者等が行う応急的な耐震改修への支

援の充実」として，安価で効果的な工法について

の研究や開発を促進することとしております。 

また，防災や減災の推進について，市場の機

能を生かした政策の展開や，地域のコミュニティ

を生かした防災・減災対策の展開を掲げておりま

す。 

② 応急的かつ緊急的な耐震改修を進めるため

の工法の研究や開発は，早急に結果を出すべ

きである。また，木造の改修は地場産材を活用

することが望ましい。 

 

住宅マスタープランのシンボルプロジェクトの一

つとして「高齢者等が行う応急的な耐震改修へ

の支援の充実」を掲げており，その中で，より安

価で効果的な工法についての研究や開発を促

進することとしております。 

なお，改修材料として地場産材を使用するこ

とについては，前向きに検討していきたいと思い

ます。 

③ 耐震診断結果については，危険度と補強な

どについてもっとしっかりと市民にわかりやすく伝

えるべき。 

耐震診断結果の説明，耐震診断後の補強に

関する相談や情報提供については，耐震診断の

申込をされた方の希望や申出に応じて，実施し

ております。今後は，耐震診断の結果が耐震改

修を行う動機付けとなるためにも，これらを積極

的に行って参りたいと考えています。 

④ 瓦にはガイドライン工法があるのに耐震改修

に瓦がふくまれないのはなぜか。 

 

耐震化の手段の一つとして，屋根の軽量化の

ため，土葺き瓦からより軽い屋根材にされる場合

があるかと思いますが，瓦の使用を規制している

ものではありません。 

⑤ 地震に備え，耐震構造診断の促進と耐震改

修費用助成やモデル耐震化住宅建て替え促

進が必要である。 

現在，耐震化の支援施策として耐震診断士

派遣制度や耐震改修助成制度，耐震建て替え

融資制度等の制度を設けて推進しております。 

今後，こういった制度のほかに，「老朽木造住

宅における安全性確保のための応急的な最低

限の住宅改修等の促進」として，資力等の問題

で耐震化ができない高齢者等を対象に応急か

つ緊急的な耐震改修への支援の充実を行うこと

やより安価で効果的な工法についての研究や開

発を促すこととしております。 
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（２）防災対策について（耐震対策以外） 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 戸建住宅等の火災警報器等の防火設備の

設置については，まだまだ遅れており，普及さ

せていく必要がある。 

「住宅の安全性の確保」及び「コミュニティを生

かした防災・減災への取組の促進」として，地域

のコミュニティを生かした防災・減災対策を展開

することとしており，その中で普及を進めることとし

ております。 

② 袋路等に接する京町家は，接道要件等の悪

さから資産価値が低く，適切な維持管理がなさ

れず老朽化が進んでいる状況である。 

これに対して，先人達の知恵や地域のコミュ

ニティ力を生かし，それを支援するなど防災対

策を考える必要がある。 

「袋路等の細街路が存在する防災上課題の

ある地区等の安全性の確保」として，袋路等の

細街路が存在する防災上課題のある地区につ

いては，避難経路，避難地の確保，危険建築物

対策等により安全性の確保を進めていくこととし

ております。 

また，地域が一体となって耐震診断を行うこと

や避難協定の締結等コミュニティを生かした防

災・減災対策を展開することとしております。 

③ 各自治会による実践防災訓練と避難対応が

必要と思う。 

「コミュニティを生かした防災・減災への取組

の促進」として，これまで自主防災組織等高い防

災力を保ち続けられている背景を京都の強みと

して捉え，地域が一体となって耐震診断を行うこ

とや避難協定の締結等コミュニティを生かした施

策を展開することとしております。 

 
（３）違反対策について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

 

ニュータウンの一戸建ての建て替えが進んで

いる。町並みを守るためにも違反建築物に対し

て厳格に取り締まことが必要である。 

「住宅の安全性の確保」として，悪質な違反に

対しては毅然とした措置を執ることにより，違反

建築物の発生の抑止を目指して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13／17 

６ 重層的な住宅セーフティネットの構築について（１１件）                       

（１）バリアフリー対応について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 障害のある人には，バリアフリーが大切だと思

う。そういった人の住宅についても改修しやすい

ような手立てが大事だと思う。 

「民間賃貸住宅等の性能の向上によるセーフ

ティネットの整備」として，高齢者や障害のある市

民といった住宅性能の確保が必要な世帯の属

性に合わせた住宅改修を支援することとしており

ます。 

② これからの住宅・環境計画としては，玄関の

段差解消や扉の構造等誰もが住みやすいもの

を進めてほしい。 

③ 現在の建物のデザインや照明については，

視覚障害のある人が安心安全に歩くことができ

ない。そういった方々に配慮した明るく目に優し

いものとしてほしい。 

「民間賃貸住宅等の性能の向上による住宅セ

ーフティネットの整備」として，高齢者や障害のあ

る市民といった住宅の性能の確保が必要な世帯

の属性に合わせた住宅改修（段差解消，開口部

改修含む。）を支援することとしております。 

④ 空き家が増加しても，障害のある人や高齢

者等バリアフリー住宅を求める人にとっては住

宅不足が続いている。空き家のバリアフリー化

を進めるとともに，バリアフリー対応の住宅だけ

でなく，みんなが希望する地域に住めるよう現

場の意見を聴き，早急に対策を講じてほしい。 

 

「民間賃貸住宅等の性能の向上による住宅セ

ーフティネットの整備」として，高齢者や障害のあ

る市民等住宅確保要配慮者への対応について

は，民間賃貸住宅を活用し，その属性に対応し

た性能を有する優良な賃貸住宅の普及促進や

住宅のバリアフリー化改修を支援していくこととし

ております。 

また，「民間賃貸住宅等への入居の円滑化と

居住支援」として，民間賃貸住宅等への入居の

円滑化や居住支援の施策の推進，都心部など

における住宅セーフティネット機能の向上等を進

めていくこととしております。 

なお，施策を実施する際には，十分に障害の

ある市民や高齢者からの御意見を伺い進めて参

りたいと考えております。 
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（２）支え合いについて 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

３つの目標のうち，「支え合う」が特に大切だ

と思う。一人暮らしの高齢者の孤独死など，お

互いに支え合い助け合っていけば防げると思

う。 

これからの京都のすまい・まちづくりにおいて，

「支え合う」ことが重要であると考えており，これま

で培ってきた地域コミュニティを生かし，市民や

事業者，行政など多様な主体による支え合いに

よって，一人暮らしの高齢者等への支援を行う

など安心して暮らせるすまい・まちづくりを進めま

す。 

② 近年，人間関係を希薄にしている原因とし

て，家族関係，携帯の普及，パソコンの普及が

あるが，人間関係を形成するには会話が大

切。過去のように人と人とのつながりがある社会

が重要であると思う。 

 

 

住宅政策の目標「人がつながる 未来につな

ぐ 京都らしいすまい・まちづくり」を市民の方々と

共有するためのキーワードの一つに「支え合う」を

掲げております。 

これまで京都が大切にし，培ってきた地域コミ

ュニティや，人と人との支え合う仕組みを生かし

安心して暮らすことのできるすまい・まちづくりを

進めることとしております。 

 
（３）市営住宅について 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 市営住宅のエレベーター設置が進んでいな

い。 

② 市営住宅のバリアフリー化はエレベーターの

設置が必要である。 

市営住宅の住宅セーフティネット機能の充実

に向けて，市営住宅のエレベーター設置及び住

宅内のバリアフリー化については，住棟の改善事

業等の機会をとらえ，進めて参ります。 

③ 車イス住宅の抽選を一般住宅と同等の水準

にすることや，新たに着工する市営住宅は，計

画段階からユニバーサルデザインを考慮する

など，誰もが住みやすいものとしてほしい。 

「重層的な住宅セーフティネットの構築」とし

て，市営住宅セーフティネット機能の充実に当た

っては，障害のある市民などを施策の重点に置く

よう掲げております。現在の市営住宅の抽選倍

率は，一般公募が車イス住宅のそれを上回って

いる状況ではありますが，引き続き必要な施策と

して実施して参ります。 

また，新たに着工する市営住宅は，計画段階

からユニバーサルデザインを考慮し，既存の市

営住宅についても，住棟の改善事業等の機会を

とらえ，整備を進めて参ります。 
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（４）住宅セーフティネットについて 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 長屋方式で共同食堂等をそなえたものなど

高齢者向け福祉住宅の建設が必要。 

「民間賃貸住宅等の性能の向上による住宅セ

ーフティネットの整備」として，福祉分野等との連

携や既存住宅の改修等による優良な賃貸住宅

の普及促進等を行うとともに高齢者や障害のあ

る人に対応するための住宅改修を支援すること

としております。 

② 社会環境の整備，社会福祉の増進をもっと

積極的に取り組み，障害がある人たちでも気楽

に安心して住めるよう住宅セーフティネットの構

築を強化し，災害に対し安全暮らせるようにし

てほしい。 

「民間賃貸住宅等の性能の向上による住宅セ

ーフティネットの整備」として，高齢者や障害のあ

る方等住宅確保要配慮者への対応について

は，市営住宅による施策はもちろんのこと，民間

賃貸住宅等を活用し，その属性に対応した性能

を有する優良な賃貸住宅の普及促進や住宅の

バリアフリー化改修を支援していくこととしておりま

す。 

また，「民間賃貸住宅等への入居の円滑化と

居住支援」として，民間賃貸住宅等への入居の

円滑化や居住支援の施策の推進等，住生活全

体を通じた支援についても進めていくこととしてお

ります。 
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７ 中・大規模の市営住宅団地のマネジメントについて（３件）                      

 
 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

町を活気付けるためにも学生が住めるよう近

くの大学のために公営住宅の一部を改良する

などし，彼らが安く快適に住めるようにできない

か。 

「中・大規模の市営住宅団地のマネジメント」と

して，コミュニティバランスに配慮した団地づくりを

行なうため，入居制度の見直し行なうよう掲げら

れています。 

学生の単身入居は現在の公営住宅法で認め

られていないため，実施できませんが，市営住宅

の入居に当たっては，学生を含む若年層を誘導

するために留学生や子育て世帯などの優先入

居により多様な世代の入居を促進する施策を展

開します。 

② 公営住宅が集中し過ぎてその周辺住民との

コミュニティが取りにくい。量的なバランスが必

要である。 

「団地内外との交流やコミュニティの活性化に

資する機能の充実」として，中大規模団地につ

いて，団地内外との交流やコミュニティ活性化の

ため，その活動の場となる福祉施設等の併設・

転用や住戸・店舗の転用による機能の導入（子

育て施設等）等も視野に入れていくこととしており

ます。 

③ 公営住宅団地内の団地ごとに平均年齢化

が必要であり，公営住宅だからこそ色んな世代

の人がバランスよく住むよう施策を考えるべき。

 

 

「コミュニティバランスに配慮した団地づくり」と

して，団地内での世代や収入等の偏りを解消す

るために，コミュニティバランスに配慮した住宅供

給の実施や世帯構成・規模に応じた公募や住み

替え等，入居制度の見直しを進めることとしてお

ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17／17 

８ その他の御意見（４件）                                      

 

 御意見の趣旨 御意見に対する本市の考え方 

① 

 

主な施策（新規）は，まだ確定できないため

かと思いますが，もう少し内容を示さないとわか

りにくい。 

施策一覧に掲げている施策については，現時

点で考えられるものを挙げています。その内容に

ついては，御指摘のとおり未確定であることから

記していませんが，シンボルプロジェクトとなるも

のについては，施策一覧の下段に取り上げて内

容を記しています。今後，実施段階においては，

市民，事業者，各種団体等との連携のもと進め

て参りたいと考えております。 

② 政策を実施し制度化する際は，セミナーの開

催や制度を利用する専門家等と制度運営につ

いて話し合う場を設けて進めてほしい。 

 

施策推進のための横断的な視点として「多様

な主体との「共汗」を掲げており，施策の実施に

当たっては，事業者，各種団体等と十分に連携

を図り，進めて参ります。 

③ 「住宅審議会」だけでなく，様々な居住形態

の住民や，地域の代表等，行政が市民や住宅

関係者を集め，文章ではなくシンポジウムなどを

開催し意見を聞くべき。 

 

この素案は，京都市住宅審議会の答申の基

本的な考え方に基づいて策定しております。同

審議会の運営については，京都市市民参加推

進条例に基づき，市民委員の参画や審議会の

公開，また随時審議会への意見を求める意見フ

ォームを住宅政策課ホームページに開設するな

ど，住宅政策の基本的な考え方を検討する段

階で広く市民の意見を伺う機会を設けました。 

また，分譲マンション対策を集中して審議を行

う分譲マンション小委員会では，マンション住民

等幅広く市民の意見・提言を伺う意見交換会を

開催しました。 

なお，審議会の委員については，学識経験者

だけではなく，直接住宅に携わる方を委員に迎

えたほか，審議会の資料の作成に当たっては，

住宅関係の事業者や団体等にヒアリングを行う

など現状把握に努めました。 

④ 子育てを地域で支えるため保育所，学童保

育を小学校区単位に設置する必要がある。 

地域で子どもを安心して生み健やかに育てる

ことができるよう，子育て施設の不足する地域に

おいては，市営住宅の敷地や建物を活用した子

育て施設の導入について，福祉部局と協力して

進めて参ります。 

 


